
 

 

 

 

 

 

  
 

子どもの成長を一番の喜びとする 

      教職員の「協働」による学校運営を！ 
 

校長 加茂田 実  
 

 春の暖かな光を浴び、和み棟横の早咲きの染井吉野が開花し、校門の桜も今にも

花を開かんばかりに大きな蕾を膨らませる春らしい季節となって参りました。明後

日に挙行いたします「卒業証書授与式」を前に、今年度の学校だよりも最終号とな

りました。 

 さて、今年度は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じつつも、昨年度に続き、また、学校運営を

一歩前に進めることができました。第１学期は、従来どおりの「修学旅行」「林間学習」を実施しまし

た。また、小中一貫教育の取組の一つとして５，６年生対象に田原小学校とともに実施しています「陸

上運動交歓記録会」や多くの子どもたちが楽しみにしています「水泳学習」を３年ぶりに実施しました。

第２学期には、午前中開催としましたが、子どもたちと保護者の皆様、教職員が一堂に会した「運動会」

を開催しました。そして、第３学期には、第１学期より設定を第２，第３校時と工夫し実施してきまし

た授業参観を第５校時に実施し、学級懇談会、ＰＴＡ本部役員選出会議も実施しまし

た。昨年度、今年度と、状況に応じて少しずつコロナ禍前の学校運営に戻してきまし

たので、令和５年度は、さらに一歩前へ進めることで、子どもたちが「学習」に「生

活」に元気いっぱい頑張り、大きく成長できる年度になると期待を持っています。  

 ところで、２月 28日（火）には「６年生を送る会」を昨年度に引き続きオンラインにより実施しま

したが、当日に至るまでの各学年の取組で、教職員の子どもたちへの支援の下、一人一人の子どもたち

が大変よく頑張りました。また、当日も、次期最高学年の５年生の責任ある運営の下、６年生への感謝

の気持ちがこもった各学年の発表とそれに答える最高学年の素敵な発表に児童会のテーマ「絆」が体現

され、心を強く打たれる素晴らしい会となりました。また、３月の学校朝会では、子どもたちに「知」

「徳」「体」「自」「和」のそれぞれについて「自信」が付いたこと、成長したことと、これからどう

したいかを「振り返りシート」に書き留めてもらいました。そして、一人一人の「振り返りシート」を

読んでメッセージを書きましたが、子どもたちの「振り返りシート」を読んでいますと、その言葉、文

章から一人一人の成長を読み取ることができ大変嬉しく思いました。 

 明後日は、立派に成長した６年生が「卒業」という大きな節目を迎えます。残念

ながら今年度も在校生の参加は叶いませんが、教職員全員で巣立ちゆく三十九名

の卒業生を心より祝福し送り出したいと思います。そして、１～５年生は、24日

（金）に「修了式」を迎えますが、私の式辞の中で、卒業生が「卒業証書授与式」

ＨＰアドレス・ＱＲコード  
httpｓ://www.kyoto-be.ne.jp/ujitawara-es/cms/ 
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で示した立派に成長した姿、「絆」を大切にした最高学年としての「責任ある行動」「下級生への優し

い行動」、運動会や児童会活動で光り輝いた「憧れ」の姿を伝え引き継ぎたいと思います。また、春休

みを次の学年への最後の準備期間として有意義に過ごしてほしいことを伝えたいと考えています。 

 最後になりましたが、コロナ禍の約３年間、試行錯誤し工夫して進めて参りました学校運営。不十分

ではありましたが、一つ一つの困難をなんとか乗り越えてきたのではないかと思っています。これも、

教職員と子どもたちの頑張り、そして、それを支援してくださる保護者の皆様、地域

の方々があってのことと深く感謝しております。本当に誠に有り難うございました。 

 学校といたしましては、来年度も、約３年間の経験を生かしながら、素敵な子ども

たちのより一層の成長を一番の喜びとし、全教職員の「協働」を大切に、予測困難な

ことに負けない学校運営に努めて参りたいと思いますので、今後とも何卒宜しくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

春休み期間の予定  
３月 

25 土 春季休業開始 

   

４月 

３ 月 
離任式（通常の通学班登校） 

新６年机・いす移動作業 

 

 

４月の主な行事予定 
 

７ 金 

１～５年短縮３校時 

６年短縮４校時 着任式·始業式① 

大掃除② 通学班会③ 

６年入学式準備④ 

10 月 短縮３校時 入学式 

11 火 

２～６年短縮４校時給食あり(給食開始) 

１年短縮３校時給食なし(特別下校) 

ＰＴＡ本部役員会 

12 水 

２～６年短縮４校時給食あり 

１年短縮３校時給食なし(特別下校) 

５・６年身測･視力･聴力検査 

13 木 

学校朝会 ２～６年全日授業開始 

１年短縮３校時給食なし(特別下校) 

３・４年身測･視力･聴力検査 

６年全国学力・学習状況調査(質問紙ＷＥＢ調査) 

14 金 

学校朝会 

１年４校時授業・給食開始 

１・２年身測･視力･聴力検査 

17 月 １年全日授業開始 

18 火 ６年全国学力・学習状況調査(国･算) 

19 水 読み聞かせ隊 耳鼻科健診 

20 木 

全校５校時授業 授業参観⑤ 

学級懇談会⑥(ＰＴＡ学級委員選出) 

６年修学旅行説明会 

25 火 短４給食あり 家庭訪問Ⅰ 

26 水 短４給食あり 家庭訪問Ⅱ 

27 木 短４給食あり 家庭訪問Ⅲ 

28 金 短４給食あり 家庭訪問Ⅳ 

29 土 祝「昭和の日」 

※予定は変更になる場合があります。 

４月（下校予定時刻の変更日） 
３ 月 ２～５年…９時３０分ごろ ６年…１０時ごろ 

７ 金 ２～５年…１１時３０分ごろ ６年…１２時２０分ごろ 

10 月 全学年…１１時３０分ごろ 

11 火 １年…１１時５０分ごろ ２～６年…１３時３０ごろ 

12 水 １年…１１時５０分ごろ ２～６年…１３時３０ごろ 

13 木 １年…１１時５０分ごろ 

14 金 １年…１４時０５分ごろ 

20 木 全学年…１４時５０分ごろ 

25(火)～28(金) 全校…１３時２５分ごろ 

 

ＰＴＡ・保護者関係行事
を太字にしています。 

春季休業中の連絡・問い合わせ先 

★春季休業中、学校への電話連絡は、勤務時間である「8:30～

17:00」のみ対応可能となっています。 

17:00～翌 8:30までは留守番電話対応（メッセージ録音なし）

となります。何かとご不便をおかけするかと思いますが、ご理解

とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
 

 学校…〈電話 0774-88-2214〉〈ＦＡＸ 0774-88-5599〉 
 
※学校の電話対応可能時間以外の緊急時の連絡先↓ 
 ◎平日の 17:00～翌 8:30（学校の留守番電話対応時間） 

宇治田原町教育委員会… 

〈電話 0774-88-6612〉〈ＦＡＸ 0774-88-3780〉 
 

◎土・日・祝日等 

宇治田原町役場…〈電話 0774-88-2250〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度１学期 始業式 

令和５年４月７日（金） 通常どおりの通学班登校 

 

★持ち物：上ぐつ・筆記用具・体育館シューズ・連絡帳 

道具箱・ぞうきん２まい 等 

 

 

 

 

 

 

※持ち物の詳細については各学年の「学年だより」をご覧ください。 

離任式  

令和５年４月３日（月） 
 

★持ち物：上ぐつ・筆記用具(手さげぶくろ可) 
 

新２～６年生･･･通常どおり通学班登校 → 旧教室に入る 

卒業生   ･･･８：２０頃に到着するように各自登校 → 旧教室に入る 
 

８：４５～ 【体育館で集合形式による実施】 
 

＊新６年生は、机椅子移動作業のため、下校時刻は１０時頃の予定です。 

１～５年生の下校時刻は９時３０分頃です。 

先生方とのお別れの式 

春休みのくらしについて 
  

 「春休みのくらし」プリントを配布し、春休みの過ごし方について各

学級で指導をしています。 

 ★学年の総復習として「学習」に取り組みましょう！ 

 ★安心・安全に十分気をつけて「遊び」ましょう！ 

 ★早寝･早起き、体力づくり、感染症対策等をしっかり行い、「健康」

に過ごしましょう！ 

 ★交通ルールを守り、「安全」に過ごしましょう！ 

   自転車のヘルメット着用が令和５年４月１日から『努力義務化』

されますので、「ヘルメットを着用しよう。」を追加しました。 

 ★自分から進んで「手伝い」をしましょう！ 

 ★地域で困ったことがあったら「こども１１０番の家」に助けを求め

ましょう！ 

 下校後・休み中の事故や事件を防止するため、家庭や地域におかれま

しても、ご指導・ご支援をお願いいたします。 

 

何
なに

か、かわったことがあれば学校
がっこう

へ連絡
れんらく

してください。【平
へ い

日
じ つ

8:30～17:00】  電話
で ん わ

 ８８―２２１４ 

休
きゅう

日
じ つ

・学
が っ

校
こ う

閉
へ い

校
こ う

日
び

及
お よ

び平
へ い

日
じ つ

17:00～翌
よ く

日
じ つ

8:30 は、教
きよう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

まで連
れん

絡
らく

してください。電
でん

話
わ

 ８８―６６１２ 

身
み

近
ぢか

な人
ひと

以
い

外
がい

の方
ほう

が相
そう

談
だん

しやすいという場
ば

合
あい

はこちらへ。 京
きょう

都
と

府
ふ

総
そ う

合
ご う

教
きょう

育
い く

センター 

24時
じ

間
かん

電
でん

話
わ

教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

 075-612-3268 

春
は る

休
や す

みのくらし  

次
つ ぎ

のことに気
き

をつけて、春
は る

休
や す

みを楽
た の

しく健康
け ん こ う

で安全
あ ん ぜ ん

に過
す

ごしましょう。 
 

一 学
が く

習
しゅう

について 

◇自
じ

分
ぶ ん

から計
け い

画
か く

をたてて進
す す

んで勉
べ ん

強
きょう

しよう。 

◇一
い ち

年
ね ん

間
か ん

の復
ふ く

習
しゅう

をしっかりしておこう。 

◇進
す す

んで読
ど く

書
し ょ

をしよう。 

 

二 遊
あ そ

びについて 

◇朝
あさ

十
じゅう

時
じ

までは友
とも

達
だち

を遊
あそ

びに誘
さそ

わないようにしよう。 

◇一人
ひ と り

での外
が い

出
しゅつ

はさけ、特
と く

に人
ひ と

気
け

のない場
ば

所
し ょ

へは行
い

かないようにしよう。 

◇行
い

き先
さ き

と帰
か え

る時
じ

刻
こ く

を家
い え

の人
ひ と

につげよう。 

◇午
ご

後
ご

四
よ

時
じ

半
は ん

までには家
い え

に帰
か え

ろう。 

◇みんなで仲
な か

良
よ

く遊
あ そ

ぼう。 

◇あぶない遊
あ そ

びはやめよう。 

・火
ひ

遊
あ そ

び、爆
ば く

竹
ち く

 

・電
で ん

線
せ ん

近
ち か

くでのたこあげ 

・道
み ち

での遊
あ そ

び 

（ローラースケート、キャッチボール、 

スケートボード、サッカーなど） 

・エアーガンなど 

◇周
ま わ

りの迷
め い

惑
わ く

になるような行
こ う

動
ど う

はやめよう。 

 ・遊
あそ

ぶ時
とき

、乗
の

っていた自
じ

転
てん

車
しゃ

は車
くるま

や人
ひと

の通行
つうこう

の妨
さまた

げに 

ならないよう、道
みち

の端
はし

にきれいに並
なら

べて止
と

めよう。 

 

三 健
け ん

康
こ う

について 

◇早
は や

寝
ね

早
は や

起
お

きをしよう。 

◇食
た

べ過
す

ぎ、水
す い

分
ぶ ん

のとり過
す

ぎに気
き

をつけよう。 

◇体
たい

力
りょく

づくりにはげもう。（なわとび・マラソンなど） 

◇治
ち

療
りょう

が必
ひ つ

要
よ う

なところは、早
は や

くなおそう。 

◇感
か ん

染
せ ん

症
しょう

の予
よ

防
ぼ う

等
な ど

に関
か か

わって、手
て

洗
あ ら

い・消
しょう

毒
ど く

・必
ひ つ

要
よ う

に応
お う

じたマスク着
ちゃく

用
よ う

等
な ど

を心
こころ

がけた生
せ い

活
か つ

をしよう。 

 

 

 

 

四 安
あ ん

全
ぜ ん

について 

◇交
こ う

通
つ う

ルールを守
ま も

ろう。 

◇道
み ち

を渡
わ た

る時
と き

は、横
お う

断
だ ん

歩
ほ

道
ど う

で左
さ

右
ゆ う

をよく見
み

て、手
て

を

あげて渡
わ た

ろう。 

◇自
じ

転
て ん

車
し ゃ

は正
た だ

しく乗
の

ろう。 

・ふたり乗
の

り、手
て

ばなし運
う ん

転
て ん

、きょうそう、 

スピードの出
だ

し過
す

ぎなどはやめよう。 

・飛
と

び出
だ

しをしないようにしよう。 

・ヘルメットを着用
ちゃくよう

しよう。 

◇自
じ

転
て ん

車
し ゃ

は、ブレーキがきくか、タイヤに空
く う

気
き

が入
は い

っているか、ライトがつくかなど点
て ん

検
け ん

しよう。 

 

五 家
い え

の仕
し

事
ご と

(手
て

伝
つ だ

い)について 

◇自
じ

分
ぶ ん

から進
す す

んでしよう。 

◇毎
ま い

日
に ち

続
つ づ

けよう。 

 

六 くらし全
ぜ ん

体
た い

について 

◇計
け い

画
か く

を立
た

てて規
き

則
そ く

正
た だ

しい生
せ い

活
か つ

をしよう。 

◇春
は る

休
や す

みも引
ひ

き続
つ づ

き「健
け ん

康
こ う

観
か ん

察
さ つ

カード」をきちんとつ

けよう。（体
た い

温
お ん

もしっかり測
は か

ろう。） 

◇家
い え

の人
ひ と

の許
き ょ

可
か

なしに町
ちょう

外
が い

に出
で

ないようにしよう。 

◇用
よ う

事
じ

もないのにスーパーや店
み せ

に行
い

かないようにし

よう。子
こ

どもどうしで買
か

い物
も の

に行
い

くときは、必
かなら

ず

家
い え

の人
ひ と

の許
き よ

可
か

を得
え

て行
い

こう。 

◇お金
か ね

のむだづかいはやめよう。 

◇近
き ん

所
じ ょ

の人
ひ と

や、知
し

っている人
ひ と

に出
で

会
あ

ったら進
す す

んであ

いさつをしよう。 

◇知
し

らない人
ひ と

に誘
さ そ

われても、絶
ぜ っ

対
た い

について

いかないようにしよう。（いかのおすし） 

◇外
そ と

にいる時
と き

に困
こ ま

ったことや危
き

険
け ん

を感
か ん

じる

ことがあったら、「こども１１０番
ば ん

の家
い え

」

に助
た す

けを求
も と

めよう。 

◇知
し

らない人
ひ と

からの電
で ん

話
わ

には注
ちゅう

意
い

しよう。学
が っ

級
きゅう

や通
つ う

学
が く

班
は ん

の人
ひ と

の名
な

前
ま え

、電
で ん

話
わ

番
ば ん

号
ご う

等
な ど

の個
こ

人
じ ん

情
じょう

報
ほ う

を言
い

わな

いようにしよう。

 

 

 

宇
う

治
じ

田
た

原
わ ら

小
しょう

学
が っ

校
こ う

 

 

コロナ禍
か

を経
へ

て、病
びょう

気
き

等
など

においても差
さ

別
べつ

やいじめ等
など

が絶
ぜっ

対
たい

に起
お

こらないよう、正
ただ

しい知
ち

識
しき

を持
も

ち、人
じん

権
けん

を大
たい

切
せつ

にするこ

との重
じゅう

要
よう

性
せい

を再
さい

確
かく

認
にん

しました。引
ひ

き続
つづ

き、この意
い

識
しき

を日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

でも大
たい

切
せつ

にしていきましょう！ 

学校に着いたら 

①児童玄関前で「新しい学級名簿」を確認する。（クラス替えのない学年も名簿は貼ります。） 

②児童玄関前に貼ってある地図で「新しい教室の場所」を確認する。 

③教室で待機し、８：３０になったら先生の指示で体育館に移動する。 

という流れになります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各コンテスト入賞者の紹介⑤ 
 

京都府学校文化・芸術祭 第 54回教育美術展覧会 

奨励賞 奥村 旭陽 （４－１） 

 

第８２回全国教育美術展 

佳作（地区審査） 

上村 合  （１－１）   佐藤 譲介 （１－１） 

守山 真ノ介（１－１）   髙島 莉希 （２－１） 

井上 晴斗 （２－２）   田中 麻菜 （２－２） 

永田 拓己 （３－１）   永田 陽翔 （３－１） 

廣野 真羽 （３－１）   木村 莉珠 （４－１） 

前田 莉花 （４－１）   八島 瑠美 （４－１） 

葛川 愛心 （５－１）   武藤 杏  （５－１） 

永谷 雨音 （５－２）   青山 莉沙 （６－１） 

國本 皐生 （６－１）   髙木 翔  （６－２） 

 

第１０回「家族のきずな」作文 

奨励賞 
村田 丈一郎 （５－１） 

木戸 優和  （５－２） 

 

第３９回綴喜青少年主張大会 

代表 岸本 楓華 （６－２） 

 

第５２回青少年読書感想文全国コンクール京都府審査会 

佳作 
髙田 修吾 （３－１） 

宮崎 穂乃佳（６－２） 

図書館教育部賞 

髙田 真央 （１－１）  若林 葵 （２－１） 

永谷 奏仁 （２－２）  浅田 武瑠（４－１） 

齋藤 宗介 （５－１）  山本 深織（５－２） 

人見 優衣奈（６－１） 

 

 卒業式、胸を張って立派な姿で最高の「巣立ち」を！ 
 


